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平成28年度 素材生産・販売関係事業の概要 

○ 平成28年度生産事業の予定について 

 (1) 平成27年度 補正予算等の発注状況 

 (2) 平成28年度事業の発注見通しについて 

 (3) 民間競争入札（市場化テスト） 

  ・平成28年度の実施要項策定（局ＨＰ）   

 



（1）胆振東部森林管理署 

  面積：約220ha    材積：約9,200㎥ 

（2）日高北部森林管理署 

  面積：約410ha    材積：約13,000㎥ 

（3）宗谷森林管理署 

  面積：約191ha    材積：約9,100㎥ 

（4）網走中部森林管理署 

  面積：約263ha（植付約6ha）  材積：約17,940㎥ 

（5）渡島森林管理署 

  面積：約210ha（植付約3ha）  材積：約13,700㎥ 

 

平成28年度 民間競争入札実施概要 



平成28年度 製品販売事業の概要 

１ 平成28年度製品販売事業の予定について 

 (1) 委託販売について 

  ・産物委託販売の企画競争（公募） 

  ・越材の販売について 

 (2) システム販売について 

  ・昨年度との主な変更について 

  ・素材生産事業体、監督職員、資源活用 

   担当者との連携について 



製品生産事業について 

北海道森林管理局 資源活用第二課 



説明概要 

Ⅰ 平成２８年度主な通知等改正 

Ⅳ 事業実行に当たっての留意点 

Ⅱ その他の変更点 

Ⅲ 委託販売向け人工林材の採材等 



（１） 森林作業道作設仕様書及び 
    森林作業道作設指導基準（様式１４の別表） 

    ２（２）縦断勾配 

   「１４°（２５％）程度」 ⇒  「１４°（２５％）以内」 
  審査項目３ 

   やむを得ない場合の縦断勾配とその延長を改正。 

   「１４°（２５％）程度」 ⇒  「１４°（２５％）以内」 
   「１００ｍ以内」  ⇒ 「３０ｍ未満」 
  審査項目３ 

   やむを得ない場合の縦断勾配とその延長を改正。 

   「１４°（２５％）程度」 ⇒  「１４°（２５％）以内」 
   「１００ｍ以内」  ⇒ 「３０ｍ未満」 
   「１００ｍ超える」 ⇒ 「３０ｍ以上となる」 



引用：林業・木材製造業労働災害防止協会パンフレット抜粋 

〔林業・木材製造業労働災害防止規程改正概要抜粋〕 
 
 走行路の確保のため作業路の幅員は走行車両の１.２倍以上とし、３０ｍ以上

の制限勾配を設けないこと。また、制限勾配は縦断勾配で２５％（約１５度）以内
とし、前後には緩和区間を設けることとしました。 



（２） 採材長級の追加 

  直材・曲がり材の表現を削除し、材長等具体的に表記。 

   第７条第２項 

     針葉樹人工林材は、４.００ｍと３.６５ｍの一般材を優先し 

    て採材し、曲がり、腐れ等の欠点により一般材に区分できな 

        い材は４．００ｍ、３．６５ｍの低質材、製材としての利用可能 

        材積が５０％以下の場合は原料材として長材は採らないこと 

        を基本とする。ただし、カラマツについては、低質材の区分が 

        ないこと、２．２０ｍ等の一般材区分があることに留意するこ 

        と。 

           なお、基本材長以外は、需要動向によって変更する材長と 

        し監督職員の指示により採材するものとする。  



 造材仕様書に新たな長級を追加。 



（１） 落札者の決定方法等の評価基準の改正 

  配置予定技術者等の受講状況欄に記載されている研修自体
がなくなったことや、今後も研修名称が変わることから研修名称
を削除。 

   ２８年度からは、 

     「林野庁主催・実施及び都道府県主催・実施 の森林作業道作 

       設に関する研修受講者がいるかについて評価 。」 

   として研修 を受講したかどうかを評価する。 



３ 既設集材路を利用する場合 

【規格とは】 
・幅員３．０～３．５ｍ程度、縦断勾配は概ね１０°（１８％）以下であること 
・短区間（３０ｍ未満）に限り１４ °（２５％）以下となっていること 
・横断勾配は水平となっていること 

６ 縦断勾配は概ね１０°（１８％）以下か 

 縦断勾配は概ね１０ °（１８％）以下とする。なお、やむを得ない場合は、短区
間に限り概ね１４°（２５％）以下まで可とする。 

 やむを得ない場合とは、土地の形状等の制約から通過できる箇所が限定され
ることにより急勾配とならざるを得ない場合をいう。 

 短区間とは、３０ｍ未満とする。３０ｍ以上となる場合は、フォワーダ集材の安
全性及び路面流水を考慮し、中間地点で縦断勾配の緩い区間を設ける。 



熊撃退スプレー 

○ 本 

○ 本 

   ① 熊撃退スプレー 
          ２７年度より安全対策として熊撃退スプレーを計上していますが、２８年度からは 

       その必要の有無について、「請負事業仕訳書（Ａ）」の中に明記。 

   ② 敷砂利の計上 
          製品生産事業の効率性、適正な事業の発注を求められていることから、２８年度 

      より敷砂利については、必要最小限の数量を仕訳書に明記。 



・    基本的な採材寸法（長級）は、造材仕様書に示された 

   裸書きの長級により採材。 

・    （  ）書きの長級は需要動向を把握し、発注者の指示 

   により採材する寸法。 

・    延び寸は、求める材長を確保するためのものであり、合理的 

 な範囲として５ｃｍ程度。 



・  採材及び仕訳については、「農林物資の規格化及び品質表示 

 の適正化に関する法律」に規定された「素材の日本農林規格」に 

 基づき、一定の品質確保が求められています。 

・  製品生産事業請負で生産された一般材比率（低質材含む）は、
２４年度４０％、２５年度４４％、２６年度５１％の結果でした。 

     さらなる一定の品質確保が求められています。 

・   システム販売（製品）においては、仕訳された材を協定単価で 

 販売するため、特に日本農林規格に基づく仕訳の徹底が必要で 

 す。 

 ・ ２７年度に引き続き造材仕様書、素材の日本農林規格に基づ
いた採材及び仕訳を徹底することとしています。 



全 局 



● 製品生産事業請負 

〔被害状況〕 

 ・ 同一小班内に設けられていた間伐除外地を誤って伐採。 

〔原 因〕 

 ・ 周囲標示が明確（朱色テープで二重巻）に標示されていた 

  が、確認しないまま伐採作業を進めたため。 

〔保安林関係〕 

 ・ 間伐除外地であるため、保安林の未協議伐採。 



 事業実行中には様々な問題が発生しています。 

   ・伐採列の方向の検討 

   ・森林作業道の計画路線の変更 

   ・採材寸法の変更 

などなど。 

  問題が発生したら速やかに監督職員等に連絡して、対応方法
を打ち合わせるようお願いします。 

  なお、打ち合わせた内容は、監督職員は監督日誌に記載する
こととしていますので、現場代理人の方は、作業日報に同様に記
載願います。 




